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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に主な使用機器について説明します。
一つ目は双方向ファンです。定格電圧１２Vで、電源のほかにファンの回転を制御するための制御線とファンの回転状態を見るためのセンサがあります。制御線に入れるPWM信号のデューティ比で回転方向、回転速度が制御できます。
二つ目は無線モジュールのトワイライトディップです。動作電圧は２．３～３．６Vで今回は３Vで使用しています。通信速度は２５０きろｂｐｓです。
そして温度を測るのに、サーミスタをもちいています。
次に本研究で構築したシステムを説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に二か所の温度の比較によるファン制御を行うシステムの観測結果です。まずはD-FFを通して二か所の温度の比較ができているのかを確認しました。
温度とファンの回転方向の関係は表2です。文字の色が図11のグラフの色と対応しています。
また、サーミスタは温度が高くなるほど抵抗は低くなるので温度が高いとオペアンプコンパレータの出力はLOW、低いとHIGHになります。
図１１と表はそれぞれこのように対応していて表の通りに回転方向が切り替わっていることがわかります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それからオペアンプコンパレータの出力が設定温度の２３度で切り替わっているか確認するために小型環境試験機で温度をー５，５０、－５℃と変化させてオペアンプコンパレータの出力の切り替わりを観測しました。
その結果、親機は31℃、
子機は３４で切り替わっていることがわかりました。これは温度に対してサーミスタの電圧の変化が小さくて基準温度との誤差が出てしまったと考えられます。
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